
 
 

 

授業科目名： 

特別支援教育総論 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：大森 直也、西

川 崇 

担当形態：オムニバス 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育の基礎理論に関する科目 

授業のテーマ及び到達目標 

 本講義のテーマは、特別支援教育の理念とは何か、また、障害のある幼児、児童又は生徒の

学校教育に関する歴史や思想において、特別支援教育の基本的な考え方がどのように現れてき

たかについて学ぶとともに、これまでの特別支援教育及び特別支援学校の営みがどのように捉

えられ、変遷してきたのかを理解することであり、特別な支援や配慮を要する児童・生徒を正

しく理解し、適切な対応ができる基礎理論を習得することを目標とする。 

授業の概要 

 特別な支援を必要とする児童生徒の障害・発達・生活に着目し、特別支援教育に関する基礎

的知識を体系的に理解する。第１回から第４回は特別支援教育の歴史・理念・思想を社会・制

度・経営等の観点と合わせて流れをつかむ。さらに、第５回から第９回までは特別支援教育の

理念と制度を様々な場で学ぶ児童生徒の姿や実践事例を交えて具体的にイメージする。また、

第１０回から第１３回で障害の概念整理と児童生徒が地域社会で生きるための連携等について

学修する。最後に第１４回から第１５回で特別な教育的ニーズに関する今日的な課題を整理す

る。 

本講義はTeamsを活用した課題の即時フィードバックやグループワーク、ディスカッションを

行うアクティブラーニング型の科目である。 

授業計画 

第１回：特別支援教育の理念と思想（特別支援教育とは）（担当：大森 直也） 

第２回：特別支援教育の歴史的変遷（特殊教育から特別支援教育へ）（担当：大森 直也） 

第３回：特別支援教育の理念と仕組み１（障害者の権利条約と特別支援教育）（担当：大森 直也） 

第４回：特別支援教育の理念と仕組み２（特別支援教育の対象と教育課程の編成）（担当：大森 直也） 

第５回：特別支援教育の理念と制度の実際１（就学制度とインクルーシブ教育）（担当：大森 直也） 

第６回：特別支援教育の理念と制度の実際２（就学前における特別支援教育）（担当：大森 直也） 

第７回：特別支援教育の理念と制度の実際３（小中学校における特別支援教育）（担当：西川 崇） 

第８回：特別支援教育の理念と制度の実際４（高等学校における特別支援教育）（担当：西川 崇） 

第９回：特別支援教育の理念と制度の実際５（交流及び共同学習とキャリア教育）（担当：西川 崇） 

第１０回：障害のある子どもの教育１（視・聴覚障害のある子どもの教育）（担当：大森 直也） 

第１１回：障害のある子どもの教育２（知的障害、情緒障害のある子どもの教育）（担当：大森 直也） 

第１２回：障害のある子どもの教育３（肢体不自由、病・虚弱の教育）（担当：大森 直也） 

第１３回：特別支援教育の推進（保護者や地域、他機関との連携）（担当：大森 直也） 

第１４回：特別支援教育の現状と課題１（合理的配慮、特別支援教育における主体的・対話的で深い学び）

（担当：西川 崇） 

第１５回：特別支援教育の現状と課題２（カリキュラム・マネジメントと教員の専門性の向上）（担当：西川 崇） 

定期試験 

テキスト 

「特別支援教育総論 第２版」川合紀宗 他 編著（2023）北大路書房 

参考文献 

特別支援学校学習指導要領解説 総則編（幼・小・中）、総則編（高等部） 

学生に対する評価 

 毎回の予習課題と授業内提出課題：60％   レポート及び定期試験：40％ 
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授業科目名： 

知的障害者の心理・

生理・病理 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：清水 里美、 

別府 悦子、全（趙）有耳 

担当形態：オムニバス 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 

・心身に障害のある幼児・児童又は生徒の心理・生理及び病理に

関する科目（中心領域：知 含む領域：肢） 

授業のテーマ及び到達目標 

知的障害の要因になる病理面や併存症・合併症と心理面及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用

について理解し、幼児、児童または生徒の一人一人の知的障害の状態や適応行動の困難さ及び認知の

特性を把握することを理解するとともに、家庭や医療機関との連携について理解する。 

1 知的発達の遅れ及び適応行動の困難さの要因となる病理面や併存症・合併症と心理面及び生理面の

特徴並びにそれらの相互作用について理解している。 

2 観察や検査を通して知的障害のある幼児、児童又は生徒一人一人の知的障害の状態や適応

行動の困難さ及び認知の特性を把握することを理解している。 

3 家庭や医療機関との連携の重要性について理解している。 

授業の概要 

知的障害の病理や心理の専門的な用語の正確な言葉の意味を理解できるように、調べ学習を予習に

取り入れ学習の定着を図る。講義内容は、具体的な事例や提示物を用意し、知的障害の状態や適応行

動の困難さ及び認知の特性についての理解を深める。医療、福祉、家庭の現状を調べ討議するアクテ

ィブラーニングを行い、どのような連携が必要か考える力をつける。 

授業計画 

第１回：子どもの知的発達の考え方（担当：清水 里美） 

第２回：知的障害者の定義と知的発達に影響する疾患及び因子（担当：全（趙）有耳） 

第３回：合併症による知的障害への影響（担当：全（趙）有耳） 

第４回：知的障害のある児童・生徒の知的な遅れの検査方法 （担当：清水 里美） 

第５回：知的障害のある児童・生徒の概念・思考の特徴と発達（担当：清水 里美） 

第６回：知的障害のある児童・生徒適応行動の評価の方法（担当：別府 悦子） 

第７回：知的障害のある児童・生徒の性格・行動の特徴と発達（担当：別府 悦子） 

第８回： 重度知的障害者の身体発達及び行動と認知の特徴（担当：別府 悦子） 

第９回：中度知的障害者の行動と認知の特徴（担当：別府 悦子） 

第１０回：軽度知的障害者の行動と認知の特徴（担当：別府 悦子） 

第１１回：知的障害者のコミュニケーション支援の実際（担当：別府 悦子） 

第１２回：知的障害者の学習支援の実際（担当：別府 悦子） 

第１３回：知的障害者の就労と職業（担当：別府 悦子） 

第１４回：知的障害者の生活と家族の心理（担当：全（趙）有耳） 

第１５回：地域社会、医療機関、福祉機関、教育機関、家庭との連携（担当：全（趙）有耳） 

定期試験は実施しない 

テキスト 

特別支援学校幼稚部教育要領 小学校・中学校学習指導要領 （平成29年告示 文部科学省） 

特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）（文部科学省） 

特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（文部科学省） 

参考書・参考資料等 

知的障害児の心理・生理・病理（北王子書房）勝二博亮編著、授業中に適宜資料を配布する。 

学生に対する評価 

授業参加度（毎回授業の理解度チェックレポート）20％、課題・期末レポート80％ 
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授業科目名： 

肢体不自由者の心理・生

理・病理 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：大森 直也、 

全（趙）有耳、金森 克浩 

大橋 弘嗣、三好 敏之、 

石倉 健二 

担当形態：オムニバス・複数 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 

・心身に障害のある幼児・児童又は生徒の心理・生理及び病理に

関する科目（中心領域：肢 含む領域：知） 

授業のテーマ及び到達目標 

肢体不自由の起因疾患となる病理面と心理面及び生理面の特徴並びにその相互作用について理解し

、肢体不自由の状態や感覚機能の発達、知能の発達及び認知の特性を把握することを理解するととも

に、家庭や医療機関との連携について理解する。 

1 肢体不自由の起因疾患（脳原性疾患、脊髄疾患、抹消神経疾患）となる病理面と心理面及び生理面

の特徴並びにその相互作用について理解している。 

2 観察や検査を通して、脳性麻痺のある幼児、児童又は生徒一人一人の肢体不自由の状態や

感覚機能の発達、知的の発達及び認知の特性を把握することを理解している。 

3 家庭や医療機関との連携の重要性について理解している。 

授業の概要 

肢体不自由の病理や心理の専門的な用語の正確な言葉の意味を理解できるように、調べ学習

を予習に取り入れ学習の定着を図る。講義内容は具体的な事例や提示物を用意し、肢体不自由

の状態や社会化の困難さ及び認知の特性についての理解を深める。医療、福祉、家庭の現状を

調べ討議するアクティブラーニングを行い、どのような連携が必要か考える力をつける。 

授業計画 

第１回：子どもの身体発達と運動機能障害の考え方（担当：三好 敏之・大森 直也） 

第２回：肢体不自由の定義と身体発達に影響する疾患及び因子（担当：全（趙）有耳） 

第３回：肢体不自由の病理の歴史的変遷（担当：全（趙）有耳） 

第４回：脳原性疾患の症例の予後の生活と心理的対応（担当：全（趙）有耳） 

第５回：脊髄疾患の症例の予後の生活と心理的対応（担当：大橋 弘嗣） 

第６回：抹消神経疾患の症例の予後の生活と心理的対応（担当：大橋 弘嗣） 

第７回：重度・重複の症例の予後の生活と心理的対応（担当：金森 克浩） 

第８回：肢体不自由の状態の把握と観察、検査によるアセスメントの方法（担当：大橋 弘嗣） 

第９回：肢体不自由のある幼児、児童、生徒の感覚機能、知的の発達および認知の特性（担当：石倉 健二） 

第１０回：補装具・自助具の活用と支援の実際（担当：石倉 健二） 

第１１回：コミュニケーション機器の活用と支援の実際（担当：金森 克浩・大森 直也） 

第１２回：教育活動とバイタルチェックの観点（担当：金森 克浩） 

第１３回：医療的ケアと生活の質の向上（担当：金森 克浩） 

第１４回：アシスティブ・テクノロジーと社会参加（担当：金森 克浩） 

第１５回：地域社会、医療機関、福祉機関、教育機関、家庭との連携（担当：三好 敏之・大森 直也） 

定期試験は実施しない 

テキスト 

特別支援学校幼稚部教育要領 小学校・中学校学習指導要領 （平成29年告示 文部科学省） 

特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）（文部科学省） 

特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（文部科学省） 
参考書・参考資料等 
脳性まひ児の家庭療育（医歯薬出版株式会社）ナンシー・Ｒ・フィニィー著、赤ちゃんの発達
（同朋舎）ヘルブルッケ/ビムペェン著。授業中に適宜資料を配布する。 

学生に対する評価 

授業参加度（毎回授業の理解度チェックレポート）20％、課題・期末レポート80％ 
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授業科目名： 

病弱者の心理・生理

・病理 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：島川 修一、 

福井 美保、平賀 健太郎 

担当形態：オムニバス 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に

関する科目  （中心領域：病、含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 

 病弱児の疾患及び病理的要因について学び、病弱児本人及びその家族の心理・行動的特徴に

関する理解を深めることができる。 

授業の概要 

 病弱児の疾患及び心理・行動に与える影響について概説する。各疾患、病弱児及び家族の心

理・行動的特徴を理解し、適切な対処方法を学ぶ。アクティブラーニング型の科目である。 

授業計画 

第１回：病弱児の学びの場と学習上・生活上の困難（担当：平賀 健太郎） 

第２回：病弱児の心理１（心理社会的な困難）（担当：平賀 健太郎） 

第３回：病弱児の心理２（病気の理解とアドヒアランス向上のための教育的支援）（担当：平賀 健太

郎） 

第４回：病弱児の心理３（病弱児のストレスとその軽減方法）（担当：平賀 健太郎） 

第５回：病弱児の生理と病理１（小児がん、白血病）（担当：島川 修一） 

第６回：病弱児の生理と病理２（アレルギー疾患）（担当：福井 美保） 

第７回：病弱児の生理と病理３（糖尿病）（担当：島川 修一） 

第８回：病弱児の生理と病理４（てんかん）（担当：福井 美保） 

第９回：病弱児の生理と病理５（精神性疾患）（担当：福井 美保） 

第１０回：病弱児の生理と病理６（筋ジストロフィー）（担当：島川 修一） 

第１１回：病弱児の生理と病理７（重複障害）（担当：福井 美保） 

第１２回：病弱児の自己管理への支援（担当：島川 修一） 

第１３回：病弱児の自尊感情の高め方（担当：平賀 健太郎） 

第１４回：関係機関と連携しながらの病弱児の支援（担当：平賀 健太郎） 

第１５回：通常の学級に在籍する病弱児の理解と配慮 （担当：平賀 健太郎） 

定期試験 

テキスト 

「標準『病弱児の教育』テキスト」 一般社団法人日本育療学会（2022）ジアース教育新社 

参考書・参考資料等 
「病気の子どものガイドブック」全国特別支援学校病弱教育校長会（2012）ジアース教育新社 

特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成29年告示 文部科学省） 

学生に対する評価 

 毎回の予習課題と授業内提出課題：60％   レポート及び定期試験：40％ 
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授業科目名： 

知的障害者教育論Ⅰ 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：西川 崇 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に

関する科目  （中心領域：知、含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 

・知的障害教育の対象や教育内容の概要について、説明することができる。 

・特別支援学校（知的障害）における教育課程編成の基準、方針及び内容を説明することがで

きる。 

・知的障害のある児童生徒のための教育内容や方法を学び、自立活動の「個別の指導計画」を

作成することができる。 

授業の概要 

知的障害者教育論Ⅰでは、主として知的障害者に関する教育領域の「教育課程」について学

ぶ。本講義では、特別支援学校での実務経験（小学部から高等部までの担任、管理職）のある

教員が、特別支援学校学習指導要領に示されている育成すべき資質・能力で整理された各教科

について解説し、映像や写真、学習指導案などの資料も用い、知的障害の状態や特性及び心身

の発達の段階等、特別支援学校の教育実践並びに各学部や各段階のつながりを踏まえた教育課

程の編成の方法とカリキュラム・マネジメントの考え方について概説する。また、知的障害の

ある子どもへの指導についての演習やグループワークを通して理解を深める。 

授業計画 

第１回：知的障害教育とは 

第２回：我が国の知的障害教育の歩み 

第３回：知的障害児の特性と学習の場 

第４回：知的障害特別支援学校の教育課程と育成すべき資質・能力 

第５回：知的障害特別支援学校の教育目標・学部目標・学級経営方針 

第６回：知的障害教育における「教科別の指導」 

第７回：知的障害教育における「各教科等を合わせた指導」 

第８回：知的障害教育における「自立活動の指導」 

第９回：知的障害教育における「自立活動の個別の指導計画」 

第１０回：知的障害特別支援学校における「個別の指導計画」と「個別の教育支援計画」 

第１１回：知的障害特別支援学校における重度・重複障害児の指導 

第１２回：知的障害児の幼児期の対応と就学相談 

第１３回：知的障害特別支援学校における交流及び共同学習 

第１４回：知的障害教育における進路指導・キャリア教育  

第１５回：知的障害特別支援学校における授業改善とカリキュラム・マネジメント 

定期試験は実施しない 

テキスト 

・杉野学・上田征三編著(2020)はじめて学ぶ知的障害児の理解と指導，大学図書出版 

・文部科学省 (2018）特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則等編（幼稚部・小学部

・中学部），同 各教科等編（小学部・中学部），同 自立活動編，開隆堂出版 

参考書・参考資料等  ・講義の中で適宜紹介する。 

学生に対する評価 

・最終レポート（５０％）、毎回の講義のミニレポート（４０％）、参加意欲（グループワー

ク等における貢献度・主体性）（１０％） 
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授業科目名： 

知的障害者教育論Ⅱ 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：西川 崇 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に

関する科目  （中心領域：知、含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 

・知的障害教育における各教科の目標・内容を理解し、学習指導案（略案・細案）を作成した

り模擬授業を行ったりすることができる。 

・知的障害教育における各教科等の指導の効果を高めるＩＣＴ機器の利用や興味や関心に着目

した教材・教具の活用について理解することができる。 

授業の概要 

知的障害者教育論Ⅱでは、知的障害者に関する教育領域の「指導法」を中心に学ぶ。本講義

では、特別支援学校での実務経験（小学部から高等部までの担任、管理職）のある教員が、授

業の映像や写真、学習指導案などの資料も用い、知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階

等を踏まえた各教科等の指導の展開や工夫について解説するとともに、自立活動及び自立活動

の指導と関連付けた具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身につけることができ

るようにする。また、学習指導案や教材を作ったり、模擬授業をしたりする演習を取り入れ、

実践力を身につけられるようにする。 

授業計画 

第１回：知的障害教育における個別指導とチーム・ティーチング 

第２回：知的障害特別支援学校における教材づくりの視点 

第３回：知的障害特別支援学校におけるICT機器を活用した指導 

第４回：知的障害特別支援学校における学習指導案 

第５回：知的障害特別支援学校における教科別の指導「国語」  

第６回：知的障害特別支援学校における教科別の指導「国語」模擬授業  

第７回：知的障害特別支援学校における教科別の指導「算数・数学」 

第８回：知的障害特別支援学校における教科別の指導「算数・数学」模擬授業 

第９回：知的障害特別支援学校における教科別の指導「生活」 

第１０回：知的障害特別支援学校における教科別の指導「生活」模擬授業  

第１１回：知的障害教育における「自立活動の時間における指導」と「自立活動の指導」 

第１２回：知的障害教育における日常生活の指導 

第１３回：知的障害教育における遊びの指導 

第１４回：知的障害教育における生活単元学習・作業学習 

第１５回：知的障害特別支援学級における授業と通常学級との交流及び共同学習 

定期試験は実施しない 

テキスト 
・三浦光哉・岩松雅文・川村修弘編著(2021)知的障害教育の「教科別の指導」と「合わせ
た指導」，ジアース教育新社 
・杉野学・上田征三編著(2020)はじめて学ぶ知的障害児の理解と指導，大学図書出版 

参考書・参考資料等 
・文部科学省 (2018）特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則等編（幼稚部・小学部
・中学部），同 各教科等編（小学部・中学部），同 自立活動編，開隆堂出版 
・文部科学省著作教科書「こくご☆」，「こくご☆☆」，「こくご☆☆☆」 
・文部科学省著作教科書「さんすう☆」，「さんすう☆☆」，「さんすう☆☆☆」 
・文部科学省著作教科書「せいかつ☆」，「せいかつ☆☆」，「せいかつ☆☆☆」 

学生に対する評価 
・最終レポート（５０％）、講義のミニレポート・模擬授業・教材・指導案（４０％）、 
参加意欲（グループワーク等における貢献度・主体性）（１０％） 
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授業科目名： 

肢体不自由者教育論Ⅰ 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：野口 佳子 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 
・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に
関する科目（中心領域：肢 含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 
特別支援学校（肢体不自由）の教育において教育課程が有する意義を理解する。 
幼児、児童又は生徒の肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに特別支援学校（肢

体不自由）の教育実践に即した教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメントの考え方を理
解する。個別の指導計画に基づいた学習指導案の作成の意義を理解する。 
1 生きる力としての知・徳・体に加え、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する力
を育むことを目指すために教育課程を編成することを理解している。 
2 肢体不自由の状態や特性および心身の発達の段階並びに学習の進度を踏まえ、各教科等の教育
の内容を選定、組織し、それらに必要な授業時数を定めて編成することを理解している。 
3 各教科の年間指導計画を踏まえ、個々の幼児、児童又は生徒の実態に応じて適切な指導を行う
ために個別の指導計画を作成することを理解している。 
4 自立活動の指導における個別の指導計画の作成と内容の取扱いについて理解するとともに、教
科と自立活動の目標設定に至る手続の違いを理解している。 
5 個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげることについて、
カリキュラム・マネージメントの側面の一つと理解している。 
6 個別の指導計画に基づいた学習指導案の意義を理解している。 

授業の概要 
アセスメントの方法、手続きと活用の仕方を具体的な手続きを経験し、個別の指導計画の作成と教
育課程編成の具体的方法を知る。模擬事例を活用し、個別の指導計画を作成し、評価の観点、評価
を改善につなげられる力をつける。現場で活用できるように、討議法を学び、授業改善のプロセス
を体験し、ティームティーチングによって教育の効果を高める力を育てる。 

授業計画 
第１回：肢体不自由教育の現状と肢体不自由の教育課程 
第２回：個別の指導計画と教育課程の編成 

第３回：個々の発達課題に応じた自立活動の教育目標、内容、項目の選択、教科との違い 

第４回：肢体不自由の心身の状態・特性と学習進度の把握 
第５回：状態把握の方法：成育歴、行動観察、 

第６回：状態把握の方法：検査とアセスメントの方法 

第７回：個別の指導計画の作成：短期、長期目標と課題、内容の設定 
第８回：個別の指導計画の作成：重度・重複、（自立活動を主とした編成） 
第９回：個別の指導計画の作成：中度・軽度（各科目、自立活動を選定した編成） 

第１０回：個別の指導計画の目標、評価、改善の方法（重度・重複） 

第１１回：個別の指導計画の目標、評価、改善の方法（軽度） 

第１２回：学校現場における共有の方法：ケース会議の実際と評価の方法、学習指導案への活かし方 

第１３回：教育実践改善への方法：改善された個別の指導計画の共有化と教育課程の改善 

第１４回：ライフステージを見通した個別の指導計画と個別の教育支援計画 

第１５回：地域社会、医療機関、福祉機関、教育機関、家庭との連携と個別の教育支援計画 

定期試験は実施しない 

テキスト  
特別支援学校幼稚部教育要領 小学校・中学校学習指導要領 （平成29年告示 文部科学省） 
特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・中学部）（文部科学省） 
特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）（文部科学省） 
特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（文部科学省） 

参考書・参考資料等 
「個別の教育支援計画」「個別の支援計画」の作成と活用（幼稚園・小中高等学校における特
別支援教育の進め方）ジアーズ教育新社。授業中に適宜資料を配布する。 

学生に対する評価 
授業参加度（毎回授業の理解度チェックレポート）20％、課題・期末レポート80％ 
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授業科目名： 

肢体不自由者教育論Ⅱ 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：野口 佳子 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に

関する科目（中心領域：肢 含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 
肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた各教科等における配慮事項について

理解するとともに、自立活動及び自立活動の指導と関連付けた具体的な授業場面を想定した授業設
計を行う方法を身に付ける。個別の指導計画の基づいた学習指導案を作成する方法を身につける。 
１肢体不自由の状態や特性および心身の発達段階を知る。肢体不自由による思考力、判断力、表現
力等の育成を阻害する要因を知り、基礎的な概念の形成ために必要となる体験的な活動を知る。基
礎的な概念形成を図るための的確な支援の必要性について理解している。 
2 肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階を踏まえ、各教科等を効果的に学習するために
必要となる姿勢や認知の特性に応じて指導を工夫することについて理解している。 
3 指導の効果を高めるために必要なる身体の動きや意思の表出の状態に応じて、適切な補助具や
補助的手段を工夫することや、ICT及び教材・教具を活用することについて理解している 
4 肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた自立活動を及び自立活動の指導との
関連を踏まえた各教科等の学習指導案を作成することができるとともに授業改善の視点を身に付け
ている。 
5 個別の指導計画に基づいた学習指導案を作成する方法を身につけている。 

授業の概要 
肢体不自由の状態の特性、基礎的概念形成のために必要な具体的な体験的活動について、思考
力、判断力、表現力の阻害の原因について事例を通して学ぶ。模擬事例を通して、指導案の作
成、障がいの特性に応じた指導、教材の工夫の仕方を学ぶ。 
討議法を活用して評価、改善が行える力をつける。工夫改善をくりかえすことで、スモールス
テップの方法と意義を学ぶ。 

授業計画 
第１回：発達段階に応じた教育課程編成と自立活動 
第２回：肢体不自由の身体機能の状態把握と概念形成の発達の特性 
第３回：身体的注意事項（股関節脱臼、頸椎すべり症等）と医療的ケアの実際 
第４回：自立活動の６区分と個別の指導計画 
第５回：姿勢の改善の実際 重度・重複、（自助具、補助具を含む） 
第６回：姿勢の改善の実際 中・軽度（自助具、補助具を含む） 
第７回：肢体不自由の認知特性に応じた指導とコミュニケーション機器の活用方法 
第８回：教科を中心にした個別の指導計画を生かした指導案作成の実際 
第９回：自立活動を中心にした個別の指導計画を生かした指導案作成の実際 
第１０回：教科を中心とした学習指導案の作成と教材の工夫 
第１１回：教科を中心とした学習指導案の実施、評価、改善の実際 
第１２回：自立活動を中心とした学習指導案の作成と教材の工夫 
第１３回：自立活動を中心とした学習指導案の実施、評価、改善の実際 
第１４回：授業改善に向けた個別の指導計画の検討（討議法） 
第１５回：指導案の改善案の作成とまとめ 
定期試験は実施しない 

テキスト 
特別支援学校幼稚部教育要領 小学校・中学校学習指導要領 （平成29年告示 文部科学省） 
特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）（文部科学省） 
特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（文部科学省） 

参考書・参考資料等 
子どもの発達と診断（乳幼児期前半）、子どもの発達と診断（乳幼児期後半）大月書店 田中
昌人・田中杉恵 著。授業中に適宜資料を配布する。 

学生に対する評価 
授業参加度（毎回授業の理解度チェックレポート）20％、課題・期末レポート80％ 
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授業科目名： 

病弱者教育論 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：大森 直也、 

丹羽 登、川池 順也 

担当形態：オムニバス 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

特別支援教育領域に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に

関する科目  （中心領域：病 含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 

 病弱特別支援学校及び病弱・身体虚弱特別支援学級における授業の実践や事例研究を紹介し

、病弱教育の教育課程および指導法の知識について修得する。また、児童生徒の疾患に対する

自立活動等の取り組みについて学び、特別支援教育における病弱教育の専門性のあり方を理解

する。 

授業の概要 

 病弱教育の歴史及び現状について概説するとともに、病気の子どもの学習上または生活上の

困難とそれらに即した指導及び支援を学ぶ。また、病弱支援学校や学級の実例について、慢性

疾患や心身症等行動障害そして、重度重複障害の児童・生徒の実態の理解や子どもに対応する

教育課程や指導方法を理解する。グループワーク等を含めたアクティブラーニング型の科目で

ある。 

授業計画 

第１回：障害者の権利に関する条約の概要（担当：丹羽 登） 

第２回：病弱児教育の理念（担当：丹羽 登） 

第３回：病弱児教育の制度と歴史（担当：川池 順也） 

第４回：病弱児の学習指導１（学習指導要領と教育課程編成） （担当：川池 順也） 

第５回：病弱児の学習指導２（学校における合理的配慮） （担当：川池 順也） 

第６回：病弱児の学習指導３（教材の充実）（担当：川池 順也） 

第７回：病弱児の学習指導４（指導内容・指導方法の工夫）（担当：川池 順也） 

第８回：病弱児の学習指導５（ＩＣＴ／ＡＴの活用）（担当：大森 直也） 

第９回：病弱児の各教科等の指導の実際１（小学部）（担当：丹羽 登） 

第１０回：病弱児の各教科等の指導の実際２（中学部）（担当：丹羽 登） 

第１１回：病弱児の各教科等の指導の実際３（高等部）（担当：丹羽 登） 

第１２回：病弱児の各教科等の指導の実際４（自立活動）（担当：丹羽 登） 

第１３回：キャリア教育（担当：丹羽 登） 

第１４回：病弱児と医療的ケア（担当：大森 直也） 

第１５回：病弱児の復学支援と他機関との連携（担当：大森 直也） 

定期試験 

テキスト   「病弱教育における各教科等の指導」 丹羽登監修（2017）ジアース教育新社 

参考書・参考資料等 

「標準『病弱児の教育』テキスト」 一般社団法人日本育療学会（2022）ジアース教育新社 

「病気の子どものガイドブック」全国特別支援学校病弱教育校長会（2012）ジアース教育新社 

特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成29年告示 文部科学省） 

学生に対する評価 

 毎回の予習課題と授業内提出課題：60％  レポート及び定期試験：40％ 
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授業科目名： 

視覚障害者教育総論 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

2単位 

担当教員名： 

山本 利和 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に 
関する科目 
・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目

（中心領域：視、含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 
視覚障害のある幼児、児童又は生徒の視機能の低下の要因となる病理面と心理面及び生理面の特

徴並びにそれらの相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人の知覚や認知の特性等を
理解するとともに、家庭や関係機関との連携について理解する。 
特別支援学校（視覚障害）において編成される教育課程について、その意義や編成の方法及びカ

リキュラム・マネジメントについて理解する。 
視覚障害のある幼児、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた各教

科等の指導における配慮事項について理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を
身に付ける。 

授業の概要 
視覚障害の認められる人の、原因、見え方の特徴、検査、視覚障害教育史、今日の教育課程、視

覚障害児者をとりまく環境など、視覚障害のある人の理解を深めつつ、教育について幅広く学びま
す。 

授業計画 
第１回：（生理・病理）眼はとても良く出来ているので、すばらしい機能を発揮します 
第２回：（生理・病理）視覚障害原因になる眼の疾患と各疾患での見え方の特徴を学びます 

第３回：（生理・病理）ロービジョン体験キットを使って見えにくさを体験してみましょう 

      ＊ 第３回ではハサミとセロハンテープを使います．持参してください． 

第４回：（生理・病理）視覚障害の原因になる脳の疾患を学びます 

＊ 視覚とその他の障害が重複する乳児・幼児・児童・生徒の理解を深めます． 

第５回：（生理・病理）ナタリー・バラガと「盲・弱視・ロービジョン」の奥深い話をします 

第６回：（心理）視覚障害のある乳児期～児童期のこどもの成長と発達を学びます 

第７回：（心理）視覚障害のある乳児期～児童期のこどもの玩具・教材を作ってみましょう 

＊ 第７回ではハサミとセロハンテープを使います．持参してください． 

第８回：（心理）視覚障害のある乳幼児期のこどもと家族への早期介入を考えます 
第９回：（教育）視覚障害のある乳児期～児童期のこどもの成長発達、評価方法、早期教育 
第１０回： (教育) 定位・移動（O&M）の歴史を学びます。定位・移動の指導場面を録画映像で 

見ます．点字の基本的ルールを学びます 

＊ 第10回では点字ホームワーク課題１を自宅で行ってもらいます． 

第１１回：（教育）定位・移動技術を使って歩いてみよう 

＊ 第11回ではロービジョン体験キットを使います．キットを持参してください． 

＊ 第11回では点字ホームワーク課題２を自宅で行ってもらいます． 

第１２回：（教育）ルイ・ブライユと「点字」とその後の話をします．点字で作品作りをします 

第１３回：（教育）ゲームを作ろう，ゲームで遊ぼう 

＊ 視覚障害のある幼児・児童向けの簡単なゲームをチームで考えてみましょう． 

＊ 定期試験問題を出題します。定期試験用に各自で回答を用意してもらいます． 

＊ 定期試験の内容をお話しします。 

第１４回：（教育）特別支援教育と視覚障害教育に関わる法制度の話をします 

第１５回：（教育）視覚特別支援学校での教育課程編成とカリキュラムマネジメントを学びます 

定期試験： 筆記試験で実施します 

テキスト 
適宜資料を配布 

参考書・参考資料等 
特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領 （平成29年告示 文部科学省） 

講義中に紹介 

学生に対する評価   授業中の課題（50％）と定期試験の成績（50％）で評価 
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授業科目名： 

聴覚障害者教育総論 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：大土 恵子 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関

する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目 

（中心領域：聴、含む領域：なし） 

授業のテーマ及び到達目標 

聴覚障害の起因となる聴覚器官の病理面と心理面及び生理面の特徴を理解し、聴覚障害児の

聞こえと言語面・心理面の特性を理解し、個別最適な教育を行う方法について理解する。聴覚

障害児に対するコミュニケーション方法を理解する。 

授業の概要 

聴覚障害教育の歴史と、インクルーシブ教育が進む現在の聴覚障害児の課題を知る。聴覚障害児の

個別の聞こえ方、補聴方法について知り、具体的な支援及び教育方法を身に付ける。疑似体験を行い

手話と指文字の初歩を習得する。 

授業計画 

第１回：オリエンテーション、聴覚障害の心理・病理・生理、指文字入門 

第２回：聴覚障害の原因と聴覚管理・活用、手話入門 

第３回：聴覚障害教育の歴史、言語指導の変遷、ろう文化 

第４回：聴覚障害児に対する言語指導の基本 

第５回：補聴機器について（補聴器・人工内耳など）  

第６回：聴覚障害児の発達課題と二次的な障害 

第７回：特別支援学校（聴覚障害）の教育課程及びカリキュラムマネジメント 

第８回：早期教育・幼稚部の指導法 

第９回：小学部・中学部の指導法 

第１０回：高等部・専攻科・大学の指導法 

第１１回：聴覚障害とその他の障害を併せ持つ幼児児童生徒の支援方法 

第１２回：聴覚障害教育における自立活動 

第１３回：通常の学校（難聴学級・通級）におけるインクルーシブ教育（幼児教育・小学校） 

第１４回：通常の学校（難聴学級・通級）におけるインクルーシブ教育（中学校・高等学校） 

第１５回：全授業を振り返り、聴覚障害教育について総括する 

定期試験は実施しない 

テキスト 

聴覚障害教育の手引き－言語に関する指導の充実を目指して－文部科学省、ジアース教育新社 

参考書・参考資料等 

特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成29年告示 文部科学省）

その他資料は授業時に配布する 

学生に対する評価 

毎回の授業の振り返りの小レポート（30％）8回目と15回目の小論文（70％） 
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授業科目名： 

重複障害教育総論 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：大森 直也 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関

する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目 

（中心領域：重複） 

授業のテーマ及び到達目標 

 重複障害児の多様性、社会的な課題、心理学的な理解、教育の展開、具体的な指導・支援方

法等の詳細を踏まえ、重複障害者の教育等に関わる問いを主体的に立て自分の言葉で説明する

ことができる。 

授業の概要 

 重複障害、重度・重複障害の定義、重度・重複障害教育の現状や課題等について理解を深め

ることを目的とする。本科目では、重複障害のある児童の教育課程の特例、重度・重複障害児

の理解と指導法、指導計画の作成、摂食嚥下機能のメカニズムや摂食指導の実際等について学

修する。 

授業計画 

第１回：重複障害の理解と教育の理念と意義 

第２回：重複障害の概念１（重複障害や重度・重複障害の概念と状態像） 

第３回：重複障害の概念２（重複障害児の特性） 

第４回：重複障害教育の歴史 

第５回：重複障害の実態把握 

第６回：重複障害への指導方法１（認知面への指導） 

第７回：重複障害への指導方法２（身体面における指導） 

第８回：重複障害への指導方法３（コミュニケーション関係の形成とＩＣＴ／ＡＴの活用） 

第９回：重複障害教育における教育課程の編成 

第１０回：個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成 

第１１回：重複障害へのキャリア・進路指導 

第１２回：重複障害児の指導の実際１（知的障害と他の障害を併せ有する者への指導方法） 

第１３回：重複障害児の指導の実際２（視覚障害と聴覚障害を併せ有する者への指導方法） 

第１４回：重複障害児の指導の実際３（発達障害と他の障害を併せ有する者への指導方法） 

第１５回：重複障害児の指導の実際４（肢体不自由と他の障害を併せ有する者への指導方法） 

定期試験 

テキスト 

「エピソードで学ぶ 障碍の重い子どもの理解と支援」菅原伸康編著 (2015)ミネルヴァ書房 

参考書・参考資料等 

「特別支援教育の基礎・基本」国立特別支援教育総合研究所（2020）ジアース教育新社 

特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成29年告示 文部科学省） 

学生に対する評価 

 毎回の予習課題と授業内提出課題：60％   レポート及び定期試験：40％ 
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授業科目名： 

発達障害教育総論 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：西川 崇 

担当形態：単独 

科 目 特別支援教育に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関

する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目 

（中心領域：発達） 

授業のテーマ及び到達目標 

・発達障害児の心理・生理・病理及び認知・行動特性について理解することができる。 

・発達障害教育について、通級による指導や特別支援学級における特別の教育課程の編成や自

立活動の個別の指導計画について理解することができる。 

・発達障害児への指導の充実を図るために、ＩCT機器や適切な教材・教具の工夫、学習環境の

整備について理解することができる。 

・各教科等の指導において生じる「困難さ」に対する「指導上の工夫の意図」を理解し、個に

応じた「手立て」を検討し指導することの重要性を理解することができる。 

授業の概要 

発達障害教育総論では、発達障害者に関する教育の領域の「心理、生理、病理」ならびに「

教育課程及び指導法」について学ぶ。本講義では、大学における教育相談や発達障害児の個別

セッションの経験のある教員が、発達障害（LD、ADHD、ASD）、情緒障害等の心理特性及び観

察の視点について解説する。また、特別の教育課程による指導・支援の実際や通常学級におけ

る支援について解説するとともに、各障害のある子どもへの支援方法についての演習・疑似体

験・グループワークを通して理解を深める。 

授業計画 

第１回：発達障害のある児童生徒の認知・行動特性 

第２回：発達障害のある児童生徒の教育の場と教育内容 

第３回：学習障害（LD）とは 

第４回：学習障害（LD）のアセスメントと指導の工夫 

第５回：注意欠陥多動性障害（ADHD）とは 

第６回：注意欠陥多動性障害（ADHD）のアセスメントと指導の工夫 

第７回：自閉症スペクトラム（ASD）とは 

第８回：自閉症スペクトラム（ASD）のアセスメントと指導の工夫 

第９回：情緒障害・愛着障害と教育的対応 

第１０回：通級による指導の教育課程と個別の指導計画 

第１１回：特別支援学級の教育課程と個別の指導計画 

第１２回：特別支援学校のセンター的機能やアセスメントを生かした指導の改善・工夫 

第１３回：発達障害児の心理面の特徴と二次的な障害への対応 

第１４回：通常学級及び個別指導における支援（合理的配慮・ユニバーサルデザインの授業） 

第１５回：家庭や医療、福祉、労働機関との連携 

定期試験は実施しない 

テキスト 
・渡邉貴裕・橋本創一・尾高邦生他編著(2021)知的障害/発達障害/情緒障害の教育支援ミニマ
ムエッセンス-心理・生理・病理、カリキュラム、指導・支援法-,福村出版 
・文部科学省 (2018）特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編，開隆堂出版 

参考書・参考資料等 
・三浦光哉編著(2018)特別支援学級担任のための学級経営サポートQ＆A,ジアース教育新社 

学生に対する評価 
・最終レポート（５０％）、毎回の講義のミニレポート（４０％）、参加意欲（グループワー
ク等における貢献度・主体性）（１０％） 
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